
1）　写真 ① ○印部ビスを含め、カウルサイドの見えているボルト
　　全てを外します。

2）　アッパーカウルとタンクカバーの結合部を離し、 ①
　　アッパーカウル両サイドを、広げます。

※　注意
　　　　アッパーカウルは、タンクカバーのスリット（写真 ② ○印部）
　　　に爪が引っ掛かっていますので、破損しない様ご注意ください。

3）　レザー座面を外し、写真 ①、② 矢印部ビスを外し、
　　タンクカバーを浮かせます。

②
4）　アンダーカウル右後部のビス（写真 ③ 黒矢印）を外し、
　　カウルをフレームから浮かせます。

5）　チェンジペダルが、フレームカバーの装着の邪魔になるので、
　　写真 ④ 矢印のボルトを外し、ペダルを下に垂らします。

6）　国内仕様車は、騒音対策カバーがエンジンサイドに装着
　　されており、フレームカバーの装着に邪魔になるようでしたら、
　　一旦外してください。

　　（ '０９～） 右側は、写真 ③ 白矢印部ボルトを外し、ステーを
　　　　　　　一旦外します。 ③
　　 　　　　　 左側は、写真 ① □部のステーを一旦外します。

7）　フレーム表面の泥、ホコリ、油分、ワックスを綺麗に拭き取って、
　　パーツクリーナー等でしっかり脱脂してください。

8）　フレームに、付属の両面テープを貼り（写真 ⑤ 参考）
　　フレームカバーを装着します。

　　（ '０９～） 右側は、5)で外したステーとクラッチカバーの間に、
　　　　　　　付属のＭ６ステンワッシャーを３枚づつ入れ、ステーを
　　 　　　　 浮かして取り付けてください。 ④
　　 　　　　　 左側は、ステーの取り付けボルトを、付属のボタン
　　 　　　　 キャップボルト(Ｍ６Ｘ１５)に交換して取り付けてください。

9）　後は分解した逆の手順にて、外装等を組みつけてください。

※　注意
　　　　　フレームが冷えている時に装着すると、
　　　　両面テープが密着しにくいので、走行後など、
　　　　フレームがあたたまっている時、フレームカバーを手の平で
　　　　軽くフレームに押し付け、確実に密着させてください。　

⑤
※　注意
　      　カーボン、ＦＲＰ製品にありがちな、歪み、変形によって、
　  　　暫くしてから浮いてくる事があります。
　  　　両面テープは強力タイプを使っていますので、
　  　　完全にテープが密着するまで、定期的にフレームカバーを
　  　　フレームに押し付けて下さい。

クレバーウルフ・レーシング 仕様等は予告なく変更する事があります。

〇　'０７～'１９　 ＣＢＲ６００ＲＲ　 フレームカバー取付け説明書　〇




